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第
一
章
　
課
題
の
輪
郭

　
一
、
出
生
率
低
下
の
様
相
と
問
題
点

　
最
近
わ
が
国
の
人
口
動
態
も
顕
著
な
変
貌
を
と
げ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
多
産
多
死
的
な
性
格

を
脱
し
て
、
少
産
少
死
的
な
性
格
へ
の
変
化
を
と
げ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　
明
治
以
降
、
大
正
、
昭
和
を
通
じ
、
国
民
的
多
産
を
基
盤
と
し
て
、
顕
著
な
人
口
増
加
を
実
現
し
て
き
た
わ
が
国
の
人
口
も
、
第

一
次
大
戦
の
頃
を
転
機
と
し
て
都
鄙
を
通
じ
て
の
出
生
率
低
下
傾
向
を
み
る
に
至
っ
た
。
今
次
大
戦
後
は
、
情
勢
は
更
に
進
展
し
て

顕
著
な
出
生
率
の
低
下
を
き
た
し
、
そ
の
様
相
の
急
激
な
る
こ
と
は
、
世
界
に
も
類
例
を
み
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
出
生
率
は
、
明
治
初
年
に
は
お
よ
そ
二
・
五
％
程
度
で
あ
っ
た
が
、
爾
後
上
昇
傾
向
を
辿
り
、
大
正
九
年
に
は
三
・
六

％
に
た
つ
し
ピ
ー
ク
に
到
達
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
転
機
と
し
て
、
そ
の
後
は
一
貫
し
て
低
下
傾
向
を
辿
り
戦
前
昭
和
一
一
年
に

は
三
％
台
を
割
り
、
昭
和
一
三
年
に
は
二
・
六
七
ガ
と
な
っ
た
。
戦
後
一
時
反
転
急
騰
し
た
が
、
間
も
な
く
沈
静
し
、
昭
和
二
五
年

　
　
　
農
村
の
出
生
率
低
下
の
社
会
的
経
済
的
要
因
に
関
す
る
一
考
察
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以
降
急
低
下
し
昭
和
三
二
年
に
は
一
・
七
一
七
万
と
な
り
、
戦
前
水
準
（
昭
和
九
１
一
一
年
）
の
約
五
六
％
に
低
下
し
た
。

　
そ
の
限
り
に
お
い
て
わ
が
国
の
出
生
率
も
世
界
の
先
進
国
並
み
と
な
り
、
わ
け
て
大
都
市
を
ふ
く
む
府
県
（
東
京
・
大
阪
・
京
都
）

の
出
生
率
は
一
・
五
％
内
外
で
、
世
界
の
最
低
水
準
（
イ
ギ
リ
ス
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
西
独
）
に
到
達
し
て
い
る
。

　
明
治
維
新
に
よ
っ
て
近
代
国
家
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
わ
が
国
産
業
の
発
展
は
、
よ
く
国
民
の
生
活
空
間
の
拡
大
を
も
た
ら

し
、
そ
の
出
生
率
も
西
欧
先
進
諸
国
が
一
九
世
紀
中
葉
に
到
達
し
た
と
同
じ
水
準
に
到
達
し
た
が
、
第
一
次
大
戦
を
へ
て
、
わ
が
国

社
会
が
近
代
的
成
熟
過
程
に
入
る
と
と
も
に
、
出
生
率
も
低
下
傾
向
を
辿
る
に
至
り
、
そ
の
推
移
は
資
本
主
義
の
古
典
国
イ
ギ
リ
ス

が
一
八
七
六
年
以
降
辿
っ
た
経
過
と
酷
似
し
て
い
る
。

　
今
次
大
戦
は
こ
の
傾
向
に
一
時
的
撹
乱
を
与
え
た
が
、
早
く
も
二
五
年
頃
か
ら
出
生
率
は
戦
前
水
準
を
割
る
に
至
っ
た
。

　
他
方
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
死
亡
率
も
出
生
率
の
低
下
と
と
も
に
低
下
傾
向
を
辿
っ
た
が
戦
前
は
と
か
く
横
ば
い
状
態
を
示
し
低

下
は
渋
滞
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
と
く
に
最
近
に
お
け
る
死
亡
率
の
低
下
は
顕
著
で
、
昭
和
三
二
年
は
八
・
二
六
％
と

な
り
、
戦
前
水
準
（
昭
和
九
―
一
一
年
）
の
約
四
七
ガ
に
低
下
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
か
く
て
死
亡
率
の
低
下
は
お
よ
そ
底
を
つ
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
顕
著
な
死
亡
率
の
低
下
が
そ
の
自
然
的
反
作
用
と
し
て
出
生
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
た

と
も
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
出
生
率
低
下
に
直
接
関
連
す
る
デ
モ
グ
ラ
フ
イ
ッ
ク
な
要
因
と
し
て
は
、
婚
姻
率
お
よ
び
婚
姻
年
令
の
変
動
が
考
え
ら
れ

る
が
、
婚
姻
率
は
長
期
的
に
み
る
限
り
そ
の
変
動
の
巾
は
比
較
的
少
な
く
、
死
亡
率
の
変
動
よ
り
む
し
ろ
安
定
度
が
高
い
。
今
次
大

戦
後
婚
姻
率
は
一
時
的
に
上
昇
し
た
が
反
面
離
婚
の
増
加
も
あ
り
、
漸
次
低
落
安
定
化
の
状
態
に
あ
る
。

　
婚
姻
年
令
は
、
戦
前
一
路
遅
延
の
傾
向
を
辿
り
、
戦
後
一
時
逆
転
を
示
し
た
が
再
び
戦
前
の
傾
向
に
復
帰
し
高
ま
る
傾
向
に
あ
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る
。

　
し
た
が
っ
て
、
大
局
的
に
は
わ
が
国
、
戦
前
の
出
生
率
の
低
下
は
、
主
と
し
て
女
子
の
晩
婚
の
傾
向
と
有
意
の
抑
制
に
基
く
も
の

で
、
姙
孕
年
令
に
あ
る
有
配
偶
女
子
の
特
殊
出
生
率
の
低
下
と
な
り
年
令
的
に
は
一
五
Ｉ
一
九
才
お
よ
び
四
五
才
以
上
の
有
配
偶
女

子
の
出
生
低
下
を
み
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
両
端
低
下
の
傾
向
は
、
先
進
国
で
も
経
験
さ
れ
た
出
生
低
下
の
初
期
段
階
的
特
徴
で

あ
る
。

　
と
く
に
、
都
市
に
お
け
る
出
生
率
の
低
下
が
、
そ
の
生
活
環
境
の
近
代
化
に
基
く
婚
姻
年
令
の
遅
延
と
婚
姻
率
の
低
下
並
び
に
、

漸
く
市
部
に
普
通
し
は
じ
め
た
有
意
の
抑
制
と
に
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
戦
後
は
避
妊

の
急
速
な
普
及
と
優
生
保
護
法
の
改
正
に
よ
る
妊
娠
中
絶
の
急
激
広
汎
な
拡
大
が
加
わ
っ
て
、
一
層
強
度
の
出
生
抑
制
が
実
現
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
多
産
に
特
色
づ
け
ら
れ
た
農
村
の
場
合
、
戦
前
に
お
け
る
出
生
率
の
低
下
は
、
有
配
偶
女
子
の
出
生
率
の
低
下
そ
の
も

の
よ
り
、
む
し
ろ
、
よ
り
多
く
有
配
偶
人
ロ
そ
の
も
の
の
相
対
的
減
少
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
青
壮
年
の
多
数
を
向
都
離

村
せ
し
め
た
年
令
構
成
の
畸
型
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
郡
部
人
口
の
出
生
率
を
標
準
化
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
よ
り
高
位
と
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
よ
り
多
く
、
か
よ
う
な
移
動
を
促
進
せ
し
め
た
条
件
の
側
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
、
農
民
的
多
産
の
事
実
は
、
戦
前
わ
が
国
農
村
の
重
要
な
特
色
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
わ
が
国
労
働
力
人
口
の
給
源
と

し
て
資
本
主
義
生
産
の
発
達
に
貢
献
し
又
人
口
再
生
産
力
の
根
源
と
し
て
日
本
人
口
の
著
る
し
い
増
加
を
実
現
し
て
き
た
こ
と
も
否

定
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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し
か
し
、
農
村
も
出
生
率
低
下
傾
向
に
対
し
圏
外
に
孤
立
す
る
も
の
で
な
く
、
漸
次
そ
の
低
下
を
現
わ
し
、
わ
け
て
戦
後
の
ベ
ビ

ー
ブ
ー
ム
一
過
後
、
二
五
年
頃
以
降
の
郡
部
出
生
率
の
低
下
は
顕
著
で
、
出
生
率
の
都
市
的
水
準
（
と
く
に
中
都
市
）
と
の
開
き
を

減
少
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。

　
か
つ
、
そ
れ
が
有
配
偶
妊
孕
年
令
女
子
の
出
生
率
の
低
下
と
し
て
実
現
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
三
〇
才
以
上
高
年
令
層
の
低
下
が

顕
著
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
、
戦
後
一
〇
年
、
農
村
の
出
生
率
と
農
民
の
出
産
力
の
動
向
を
た
ず
ね
て
、
全
国
各
地
帯
の
典
型
的
な
農
村
に
つ
い

て
、
実
地
調
査
を
こ
こ
ろ
み
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来

る
。

　
戦
前
、
農
民
的
多
産
の
基
本
型
と
も
い
う
べ
き
出
生
形
態
は
、
農
村
類
型
的
に
は
、
一
農
家
平
均
の
耕
作
規
模
の
大
な
る
富
裕
村

に
お
い
て
み
ら
れ
、
そ
の
出
生
率
は
高
く
、
階
層
的
に
は
上
層
に
高
く
、
階
層
を
降
る
に
つ
れ
て
低
下
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
乙

わ
ゆ
る
農
民
的
多
産
の
正
常
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
戦
後
調
査
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
農
民
出
産
力
の
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
そ
の
出
生
形
態
も
一
層
の
分
化
を
示
し
、
概

し
て
い
え
ば
前
進
的
（
近
代
的
）
農
村
に
お
い
て
却
っ
て
出
生
率
低
下
の
傾
向
が
現
わ
れ
、
貧
窮
村
に
お
い
て
出
生
率
は
反
対
に
高

く
、
農
家
階
層
的
に
は
上
層
乃
至
そ
の
下
限
に
当
り
、
又
は
中
核
農
と
考
え
ら
れ
る
階
層
に
出
生
率
低
下
の
傾
向
が
把
握
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
附
帯
的
に
行
っ
た
産
児
制
限
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
農
民
の
出
産
率
低
下
が
、
有
意
の
抑
制
行
為
に
負
う
も
の
で
あ

る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　
と
く
に
、
わ
が
国
の
米
作
農
業
の
生
産
力
を
代
表
す
る
よ
う
な
先
進
農
業
地
帯
に
お
け
る
、
代
表
的
な
機
械
化
農
村
乃
至
は
電
化
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指
定
村
等
に
お
い
て
は
、
興
味
あ
る
種
々
の
農
民
出
生
形
態
の
分
化
が
窺
わ
れ
、
農
民
の
経
済
力
に
即
応
し
た
出
生
抑
制
が
実
現
さ

れ
、
近
代
都
市
的
な
出
生
形
態
に
到
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
果
し
て
し
か
り
と
す
れ
ば
、
農
民
出
生
率
の
基
本
型
乃
至
そ
れ
を
規
定
す
る
基
本
原
則
は
、
戦
後
は
如
何
に
貫
徹
さ
れ
、
如
何
な

る
点
に
お
い
て
変
化
を
と
げ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
制
約
す
る
諸
要
因
は
何
で
あ
る
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
後
の
現
地
農
村
の
推
移
を
た
ず
ね
、
よ
り
精
確
な
事
実
を
把
握
す
る
た
め
、
昭
和
三
二
年
九
月
、
既
往
に
調
査
経

験
を
も
つ
三
カ
村
を
選
ん
で
実
地
調
査
を
こ
こ
ろ
み
た
。

　
以
下
は
、
そ
の
調
査
結
果
の
概
要
の
報
吾
で
あ
る
。
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第
二
章
　
農
村
に
お
け
る
出
生
率
低
下
の
実
態

　
一
、
調
査
村

　
低
出
生
率
村
と
し
て
選
定
し
た
邑
久
村
（
岡
山
県
邑
久
郡
）
は
岡
山
市
東
南
約
五
里
の
地
点
に
あ
る
近
代
色
豊
か
な
近
郊
農
村

で
、
邑
久
郡
の
中
央
部
に
あ
り
一
部
の
丘
陵
を
除
き
平
坦
地
味
肥
沃
で
、
水
利
も
よ
く
二
毛
作
が
行
わ
れ
藺
草
も
相
当
栽
培
さ
れ
古

く
か
ら
郡
の
政
治
・
教
育
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
現
在
は
数
カ
村
を
合
併
邑
久
町
と
な
っ
て
い
る
。
村
民
の
大
部
分
は
農
業

者
で
あ
る
が
、
商
工
業
・
公
務
・
自
由
業
者
も
い
る
。
昭
和
二
六
年
九
月
現
在
（
第
一
回
調
査
時
）
の
人
口
二
五
六
二
人
、
総
世
帯

数
は
五
二
五
世
帯
で
そ
の
約
二
〇
刄
は
非
農
家
で
あ
る
。
農
家
一
戸
当
り
耕
地
面
積
は
水
田
六
反
二
畝
、
畑
五
畝
計
六
尺
七
畝
で

あ
り
、
水
田
は
反
当
米
約
三
石
の
収
穫
を
あ
げ
、
農
事
電
化
村
と
し
て
指
定
さ
れ
、
農
家
の
機
械
装
備
率
も
相
当
高
く
、
比
較
的
民

度
の
高
い
富
裕
村
で
あ
る
。

　
同
じ
低
出
生
率
の
興
除
村
（
岡
山
県
児
島
郡
）
は
児
島
湾
周
辺
地
区
の
古
る
い
干
拓
村
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
古
最
大
の

機
械
化
農
村
と
し
て
著
明
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
、
人
口
七
九
八
五
、
世
帯
数
一
五
五
〇
、
農
家
世
帯
一
一
六
五
、
専
業
農

家
八
八
五
を
し
め
て
い
る
。
一
戸
当
り
経
営
面
積
は
大
き
く
一
、
二
町
で
そ
の
殆
ん
ど
は
水
田
で
あ
る
。
米
麦
作
を
主
体
と
し
て
藺

　
　
　
農
村
の
出
生
率
低
下
の
社
会
的
経
済
的
要
因
に
関
す
る
一
考
察
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草
栽
培
を
も
行
う
反
収
米
約
三
石
の
富
裕
な
巨
大
農
村
で
あ
る
。
非
農
家
に
は
製
造
業
・
小
売
業
等
が
多
い
。

　
高
出
生
率
村
と
し
て
選
定
し
た
青
野
村
（
岡
山
県
後
月
郡
）
は
県
西
部
中
間
地
帯
に
あ
り
、
吉
井
川
の
急
流
を
へ
だ
て
て
井
原
町

と
対
峙
す
る
農
山
村
で
（
現
在
は
井
原
市
に
合
併
）
水
田
は
乏
し
く
畑
作
に
重
点
が
あ
る
。
麦
・
煙
草
作
が
そ
れ
で
、
米
は
自
給
程

度
で
あ
る
。
昭
和
二
六
年
九
月
現
在
、
人
ロ
一
八
八
一
、
総
世
帯
数
は
三
三
〇
、
殆
ん
ど
は
農
家
で
、
わ
ず
か
四
・
八
％
の
非
農
家

が
あ
る
（
小
売
業
者
四
、
公
務
員
三
、
無
職
四
）
。
農
家
の
一
戸
当
り
耕
地
面
積
は
水
田
一
反
九
畝
、
畑
四
反
九
畝
、
計
六
反
八
畝
に

当
る
。
米
の
反
収
は
一
石
八
斗
程
度
、
兼
業
も
少
な
く
む
し
ろ
中
以
下
の
貧
窮
村
の
部
類
に
入
る
。

　
二
、
出
生
率
の
水
準
と
人
口
運
動

　
ま
ず
、
邑
久
・
青
野
面
村
に
つ
い
て
粗
出
生
率
を
み
れ
ば
第
一
表
（
Ａ
・
Ｂ
）
の
如
く
で
あ
る
。

　
岡
山
県
の
出
生
率
は
全
国
平
均
よ
り
低
く
、
岡
山
市
の
そ
れ
は
全
国
市
部
平
均
よ
り
も
低
位
で
あ
る
が
、
そ
の
岡
山
市
の
東
部
に

つ
ら
な
る
邑
久
・
上
道
両
郡
は
県
下
に
お
い
て
も
低
出
生
率
地
帯
を
形
成
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
邑
久
村
の
出
生
率
水
準
は
低
位
で
、

岡
山
市
よ
り
低
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
青
野
村
は
出
生
率
水
準
高
く
、
全
国
郡
部
平
均
よ
り
は
る
か
に
高
い
。

　
か
よ
う
な
出
生
率
の
高
低
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
村
の
人
口
運
動
に
大
き
く
影
響
を
興
え
る
。
た
と
え
ば
、
低
出
生
率
の
邑
久
村
は
、

そ
の
自
然
増
加
も
相
対
的
に
低
く
人
口
運
動
に
し
め
る
自
然
動
態
の
役
割
は
比
較
的
低
く
、
人
口
は
安
定
化
の
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
著
る
し
い
人
ロ
増
加
も
一
時
的
流
入
人
ロ
に
よ
る
も
の
で
、
人
ロ
排
出
も
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
。
戦
争
に
よ
る
攪
乱
を
除

け
ば
流
出
入
共
に
少
な
い
人
口
変
動
の
停
滞
形
を
示
し
て
い
る
（
第
二
表
参
照
）
。

　
こ
れ
に
反
し
、
高
出
生
率
の
青
野
村
の
場
合
は
、
多
産
多
死
で
、
自
然
増
加
は
よ
り
高
い
。
し
か
も
死
亡
率
は
不
安
定
で
、
出
生

は
高
く
一
定
で
も
自
然
増
加
に
変
差
が
あ
り
安
定
性
を
欠
如
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
ロ
移
動
に
強
く
影
響
し
、
人
ロ
排
出
を
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促
し
、
人
口
運
動
に
お
け
る
出
生
―
移
動
の
し
め
る

ウ
ェ
ィ
ト
は
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
流
入
人
口
の
増

加
乃
至
人
ロ
流
出
の
渋
滞
は
累
積
人
口
と
し
て
人
口

圧
を
高
め
る
。

　
前
者
の
場
合
、
そ
の
人
口
運
動
は
い
わ
ば
近
代
的

な
安
定
型
を
示
し
、
む
し
ろ
都
市
型
に
近
く
、
後
者
の
場
合
は
こ
れ
に
反
し
、
典
型
的
な
農
村
型
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
三
、
農
村
類
型
別
に
み
た
農
家
階
層
別
特
殊
出
生
率

　
出
生
率
の
水
準
如
何
は
、
そ
の
村
の
人
口
運
動
と
密
接
に
関
連
す
る
が
、
邑
久
・
青
野
両
村
に
つ
き
、
妊
孕
年
令
有
配
偶
女
子
の

特
殊
出
生
率
を
、
戦
後
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た
農
村
人
口
調
査
の
う
ち
か
ら
他
の
類
型
的
な
農
村
と
対
比
し
て
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
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る
（
第
三
表
参
照
）
。

　
邑
久
村
の
特
殊
出
生
率
は
、
数
個
の
類
型
農
村
に
つ
い
て
低
位
郡
中
で
も
最
低
水
準
に
あ
る

が
、
興
除
村
を
は
じ
め
、
概
し
て
進
歩
的
な
農
村
に
出
生
率
低
下
の
傾
向
が
明
白
に
着
取
さ
れ

る
。
そ
の
反
面
東
北
後
進
地
帯
農
村
に
、
な
お
農
民
的
多
産
を
伝
え
る
傾
向
が
残
存
す
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
等
し
く
出
生
率
水
準
の
低
位
な
る
も
の
に
も
窮
乏
山
村
が
あ
り
、
又
茶
、
み
か
ん
等

商
品
作
物
を
主
と
す
る
農
村
に
却
っ
て
高
出
生
率
が
み
ら
れ
る
等
、
出
生
率
の
農
村
類
型
別
の
差
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異
も
単
純
で
は
な
い
。

　
農
家
階
層
別
に
み
た
特
殊
出
生
率
は
、
邑
久
・
青
野
両
村
と
も
、
上
層
農
に
高
く
下
層
農
に
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
、

両
村
農
家
の
中
核
層
と
考
え
ら
れ
る
階
層
の
高
低
が
相
反
し
て
い
る
。
そ
れ
は
邑
久
村
の
場
合
著
る
し
い
低
下
を
示
し
て
い
る
が
、

青
野
村
の
場
合
は
反
対
に
著
る
し
く
高
い
。
こ
れ
を
傾
向
線
と
し
て
み
れ
ば
、
邑
久

村
に
お
い
て
は
上
下
に
比
較
的
高
く
中
だ
る
み
を
示
し
、
青
野
村
に
お
い
て
は
、
出

生
率
は
上
層
か
ら
下
層
へ
傾
斜
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
そ
し
て
中
層
成
い
は
上
層
の
下
限
の
当
り
に
出
生
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
の
は
、

他
の
多
く
の
類
型
の
村
に
も
共
通
し
た
傾
向
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
出
生
率
の
階
層
的
傾
向
は
一
義
的
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
よ

っ
て
複
雑
で
、
い
く
つ
か
の
重
層
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
戦

前
に
み
ら
れ
た
富
農
多
産
の
傾
向
は
、
一
部
貧
者
多
産
を
示
し
な
が
ら
基
本
的
に

は
、
な
お
、
残
存
し
て
い
る
（
後
進
地
帯
農
村
に
よ
り
明
白
に
看
取
さ
れ
る
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
２
）

え
る
（
第
五
表
参
照
）
。

　
し
か
し
、
戦
後
の
農
村
に
お
け
る
人
口
増
加
、
経
済
圧
迫
等
に
条
件
づ
け
ら
れ
適

応
を
示
し
た
と
み
る
べ
き
新
し
い
傾
向
の
発
生
も
把
捉
し
う
る
。
中
核
層
に
み
ら
れ

る
出
生
率
の
低
下
は
、
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
階
層

は
農
業
経
営
的
に
も
そ
の
経
営
面
積
・
業
態
等
か
ら
い
っ
て
最
も
合
理
化
を
必
要
と
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す
る
階
層
で
、
そ
の
よ
う
な
農
家
の
生
活
意
識

乃
至
態
度
は
、
当
然
に
人
口
現
象
に
も
反
映
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
上
記

興
除
村
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
中
核
層
は
出

生
率
の
低
下
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
人
口
移

動
現
象
に
お
い
て
も
、
人
ロ
圧
に
対
し
最
も
鋭

敏
な
感
応
を
示
し
、
最
も
多
く
余
剰
人
口
を
排

出
し
、
そ
の
反
面
極
力
流
入
を
阻
止
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
３
）

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
四
、
婚
姻
持
続
期
間
別
」
夫
婦
当
り
出
生
児

数　
邑
久
・
青
野
両
村
の
農
家
に
つ
き
、
婚
姻
持

続
期
間
別
に
一
夫
婦
当
り
の
出
生
児
数
を
み
る

と
、
初
婚
年
令
一
五
―
一
九
才
の
も
の
に
つ
き

婚
姻
持
績
期
間
の
長
い
（
二
五
圭
二
〇
年
）
老

夫
婦
に
お
い
て
一
・
五
人
の
差
異
が
あ
る
が
、

持
績
期
間
の
短
い
（
Ｏ
Ｉ
四
・
五
―
九
年
）
若

98 一一一一

第５表　類型的農村別にみた農家階層別特殊出生率



い
夫
婦
に
お
い
て
も
す
で
に
〇
・
七
Ｉ
一
人
の
縮
少
が
み
ら
れ
る
。

　
邑
久
村
に
お
い
て
、
か
よ
う
に
若
い
世
代
に
も
出
産
力
の
相
対
的
収
縮
が
み
ら
れ

る
の
は
、
農
村
に
は
比
較
的
新
し
い
傾
向
と
し
て
指
摘
し
う
る
。

　
五
、
邑
久
・
興
除
両
村
に
み
ら
れ
る
出
生
率
の
最
近
の
動
向

　
近
来
農
村
の
出
生
率
低
下
は
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
を
、
邑
久
・
興
除
両
村

の
実
地
調
査
結
果
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
（
第
六
表
参
照
）

　
邑
久
村
の
特
殊
出
生
率
は
、
こ
こ
数
カ
年
の
間
に
更
に
約
一
五
％
の
低
下
を
き
た

し
て
い
る
が
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
そ
れ
程
顕
著
な
低
下
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
。
し
か
し
、
す
で
に
低
下
の
余
地
が
少
な
い
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
た
だ
、
し
か
し
、
こ
の
出
生
低
下
が
、
農
家
と
く
に
下
層
農
家
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
下
層
農
家
（
〇
・
五
町
未
満
）
の
出
生
率

は
約
四
四
％
低
下
を
み
せ
て
お
り
、
最
近
比
較
的
高
出
生
率
の
農
村
に
み
ら
れ
る
顕

著
な
低
下
率
と
お
よ
そ
軌
を
一
つ
に
し
て
い
る
。

　
下
層
の
低
下
は
三
Ｉ
五
反
層
に
お
い
て
と
く
に
顕
著
で
あ
る
が
、
こ
の
階
層
は
数

年
前
に
は
高
い
出
生
率
を
み
せ
た
階
層
で
あ
る
。

　
母
の
年
令
別
に
み
る
と
、
三
〇
才
未
満
の
母
た
ち
よ
り
も
三
〇
才
以
上
の
母
た
ち

に
出
生
率
低
下
の
著
る
し
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
農
家
の
い
ず
れ
の
階
層
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に
も
み
ら
れ
る
が
ヽ
と
く
に
下
層
に
著
る
し
い
（
特
殊
出
生
率
は
三
七
・
一
）
。
そ
れ
は
二
ー
三
子
を
生
ん
で
、
抑
制
行
為
に
入
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
、
三
〇
才
未
満
の
若
い
母
で
は
、
比
較
的
下
層
に
出
生
率
が
高
い
（
二
七
八
・
三
）
。
上
層

で
は
若
い
母
に
や
や
出
生
低
下
（
二
五
〇
・
〇
）
の
傾
向
が
窺
わ
れ
、
一
部
の
近
代
的
出
生
低
下
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え

る
。

　
か
く
て
、
全
体
と
し
て
低
水
準
の
も
と
に
、
農
家
階
層
別
出
生
率
は
上
層
に
高
く
下
層
に
降
る
に
つ
れ
て
低
下
す
る
が
、
こ
の
傾

向
は
、
青
野
村
に
み
ら
れ
た
同
じ
差
別
出
生
率
の
形
態
と
そ
の
意
味
内
容
を
等
し
く
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
邑
久
村
の
場
合
は
、
後
述
す
る
如
く
、
そ
の
産
児
調
節
の
普
及
と
く
に
最
近
に
お
け
る
下
層
農
家
へ
の
意
識
的
抑
制
の
浸
透
の
結

果
と
み
る
べ
く
、
無
自
覚
機
械
的
な
抑
制
と
一
線
を
か
く
す
る
現
象
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。
青
野
村
に
み
ら
れ
た
下
層
の
出
産

低
下
は
、
む
し
ろ
窮
乏
に
よ
る
機
械
的
抑
制
の
傾
向
が
強
く
、
経
済
力
に
制
約
さ
れ
た
上
層
多
産
の
旧
型
（
正
常
型
）
を
そ
の
ま
ま

示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
邑
久
村
の
場
合
は
む
し
ろ
、
各
階
層
の
経
済
的
自
覚
に
よ
る
、
意
識
的
統
制
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
４
）

て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
貧
者
多
産
の
原
則
は
、
崩
れ
は
じ
め
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
邑
久
村
の
農
業
経
営
は
し
か
し
そ
の
平
均
規
模
に
お
い
て
わ
が
国
農
村
に
通
有
な
零
細
性
と
そ
の
軌
を
一
つ
に
し
て
い
る

が
、
興
除
村
の
場
合
は
、
平
均
経
営
規
模
は
全
国
平
均
を
一
段
階
上
廻
り
、
機
械
装
備
率
は
は
る
か
に
高
度
で
あ
る
。

　
そ
の
出
生
率
水
準
の
低
位
群
に
属
す
る
こ
と
は
上
記
の
如
く
で
あ
る
が
、
最
近
の
有
配
偶
姙
孕
年
令
女
子
の
特
殊
出
生
率
は
次
表

の
如
く
で
（
第
六
表
参
照
）
、
昭
和
二
五
年
に
比
し
約
三
〇
岑
の
低
下
を
示
し
、
こ
こ
で
は
と
く
に
、
村
内
非
農
家
の
低
下
率
が
顕

著
で
あ
る
が
、
農
家
で
は
む
し
ろ
上
層
農
家
お
よ
び
上
層
下
限
の
出
生
低
下
が
著
る
し
く
、
階
層
別
差
別
出
生
率
は
、
上
層
に
低
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く
、
む
し
ろ
下
層
に
高
い
近
代
型
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
仔
細
に
み
れ
ば
、
前
回
と
同
様
上
層
下
限
に
低
下
傾
向
が
強
く
残
さ

れ
て
お
り
、
最
下
層
は
低
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
な
お
三
ー
五
反

層
に
多
産
の
傾
向
を
残
し
、
全
体
と
し
て
邑
久
村
の
場
合
と
対
照
的
な
形
態
を

示
し
て
い
る
。

　
六
、
妻
の
年
令
四
五
才
以
上
の
夫
婦
の
出
生
児
数

　
す
で
に
再
生
産
期
間
を
経
過
し
た
妻
の
年
令
四
五
才
以
上
の
夫
婦
の
出
生
児

を
、
こ
の
両
村
に
つ
い
て
対
比
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
（
第
七
表
参

照
）
。

　
邑
久
村
の
場
合
は
、
妻
の
年
令
四
五
才
以
上
の
夫
婦
の
出
生
児
数
は
、
三
・

四
五
人
で
興
除
村
よ
り
縮
小
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
階
層
別
に
は
上
層
に
多
子

　
（
五
人
）
で
、
下
層
に
下
る
に
つ
れ
規
則
的
に
小
産
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
に

み
ら
れ
る
差
別
出
生
率
の
傾
向
も
、
本
質
的
に
は
こ
れ
と
符
節
を
合
す
る
も
の

で
、
お
よ
そ
、
上
層
多
産
の
農
民
的
出
産
力
は
、
近
代
の
衣
裳
を
ま
と
う
こ
と

に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
近

代
の
都
市
民
の
出
生
統
制
の
形
態
と
類
似
性
を
示
す
と
い
え
る
。
し
か
る
に
興

除
村
の
場
合
は
、
妻
の
年
令
四
五
才
以
上
の
夫
婦
の
出
生
児
数
は
四
・
一
九
人

一一101一
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で
全
国
郡
部
（
約
五
・
三
一
人
）
の
場
合
よ
り
や
や
縮
小
し
て
い
る
が
、
階
層
別
に
は
、
上
層
は
二
型
に
分
れ
な
お
多
産
を
残
す
も

の
と
、
一
部
少
産
へ
の
転
化
を
示
す
も
の
と
が
み
ら
れ
る
。
上
層
下
限
に
は
、
相
対
的
に
低
下
が
よ
み
と
れ
る
。
三
―
五
反
層
は
む

し
ろ
少
産
で
、
三
反
未
満
が
比
較
的
多
産
で
あ
る
。
こ
の
両
階
層
の
最
近
の
出
生
率
傾
向
は
さ
き
に
み
た
如
く
反
対
の
傾
向
を
示
し

　
　
（
註
５
）

て
い
る
。

　
か
よ
う
に
、
低
出
生
率
の
両
村
に
つ
い
て
、
そ
の
出
生
率
の
推
移
傾
向
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
邑
久
村
社
会
の
農
村
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
註
６
｝

て
の
成
熱
性
停
滞
性
と
、
興
除
村
社
会
の
前
進
性
分
化
性
と
を
窺
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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第
三
章
　
出
生
低
下
と
社
会
生
物
学
的
要
因

　
　
一
、
社
会
生
物
学
的
要
因

　
以
上
、
邑
久
・
青
野
両
村
を
中
心
と
し
て
農
家
出
生
率
低
下
の
様
相
を
比
較
検
討
し
た
。
か
よ
う
な
出
生
率
低
下
を
も
た
ら
し
た

社
会
的
要
因
が
問
題
で
あ
る
が
、
ま
ず
社
会
生
物
学
的
要
因
に
つ
い
て
み
よ
う
。

ａ
、
出
生
率
低
下
と
直
接
関
連
す
る
人
口
学
的
要
因
と
し
て
姙
孕
年
令
女
子
人
ロ
率
が
考
え
ら
れ
る
が
、
邑
久
村
は
二
六
・
三
％
、

青
野
村
は
却
っ
て
低
く
二
二
・
二
％
を
示
し
て
い
る
。

ｂ
、
次
に
、
姙
孕
年
令
女
子
人
口
の
有
配
偶
率
は
、
邑
久
村
六
四
・
二
、
青
野
六
六
・
ハ
％
で
わ
ず
か
後
者
の
方
が
高
い
。

ｃ
、
出
生
率
の
差
異
を
う
む
初
婚
年
令
の
遅
延
に
つ
い
て
は
、
邑
久
村
婦
人
の
場
合
初
婚
年
令
で
最
も
多
数
を
し
め
る
の
は
二
〇

才
（
一
六
・
九
が
）
で
、
二
一
、
一
九
、
二
二
才
が
こ
れ
に
つ
ぎ
平
均
二
一
・
一
才
で
あ
る
が
、
青
野
村
で
は
同
様
二
〇
才
が
最
も

多
く
（
二
一
・
三
が
）
そ
の
率
は
や
や
高
い
。
一
九
、
二
一
、
二
二
才
が
こ
れ
に
つ
ぎ
平
均
二
〇
・
九
才
で
あ
る
。
〇
・
二
才
だ
け

邑
久
村
の
方
が
晩
婚
で
あ
る
が
、
問
題
と
す
る
に
た
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
全
国
平
均
妻
の
初
婚
年
令
二
三
・
三
才
（
昭
和
二
七
年
）
に

比
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
早
婚
で
全
国
の
場
合
事
実
の
婚
姻
年
令
は
一
年
早
い
も
の
と
し
て
も
、
ま
だ
両
村
は
早
婚
で
あ
る
。

　
か
う
、
両
村
婦
人
に
つ
き
初
婚
年
令
（
一
五
Ｉ
一
九
才
）
　
（
二
〇
ｌ
二
四
才
）
別
に
、
婚
姻
持
続
期
間
別
の
一
夫
婦
当
り
平
均
出

－一一105ｰ
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第９表　出産間隔年数分布



生
児
数
を
比
較
し
て
も
邑
久
村
の
方
が
出
生
児
数
が
少
な
い
。

ｄ
、
最
後
に
不
姙
率
を
み
る
と
、
邑
久
村
婦
人
の
場
合
初
婚
年
令
一
五
ｌ
一
九
才
同
棲
期
間
満
五
年
以
上
の
も
の
に
つ
き
六
二
人
中

不
姙
者
三
（
四
・
ハ
ガ
）
、
青
野
村
に
つ
い
て
同
じ
婚
姻
年
令
と
婚
姻
期
間
の
も
の
六
二
人
中
不
姙
者
五
（
八
ガ
）
で
、
更
に
邑
久
村

で
、
初
婚
年
令
二
〇
ｌ
二
四
才
、
婚
姻
期
間
五
年
以
上
の
も
の
九
四
人
中
不
妊
者
四
（
四
・
二
布
）
、
青
野
村
の
場
合
同
じ
く
一
〇

二
人
中
不
姙
者
六
（
五
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
程
度
の
不
姙
率
は
普
通
の
こ
と
で
（
横
田
年
稿
「
出
生
率
の
地
域
的
差

異
に
関
す
る
一
考
察
」
人
口
問
題
研
究
第
二
巻
第
一
号
参
照
）
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
異
常
を
み
と
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
以
上
い
ず
れ
の
場
合
も
、
出
生
率
低
下
要
因
と
し
て
そ
れ
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ｅ
、
し
か
し
、
出
生
順
位
別
に
、
出
生
児
の
出
産
間
隔
を
み
る
と
、
邑
久
村
の
場
合
は
、
出
産
間
隔
が
延
長
さ
れ
て
、
青
野
村
の
場

合
よ
り
、
よ
り
長
い
と
こ
ろ
に
分
布
密
度
が
集
中
し
て
い
る
（
第
九
表
参
照
）
。

　
婦
人
の
姙
孕
可
能
期
間
は
生
理
的
に
一
定
で
あ
る
か
ら
、
多
産
の
場
合
は
、
生
産
間
隔
は
当
然
短
縮
さ
れ
る
。
青
野
村
の
場
合
は

そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
的
な
間
隔
以
上
に
延
長
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
然
、
そ
の
事
由
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
第
四
章
　
出
生
率
低
下
と
社
会
的
経
済
的
要
因

　
こ
こ
で
直
ち
に
想
倒
さ
れ
る
の
は
、
邑
久
村
に
お
け
る
産
児
調
節
の
普
及
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
普
及
せ
し
め
た
、
そ
の
社
会
的
経

済
的
背
景
と
、
農
民
意
識
お
よ
び
農
民
生
活
の
如
何
が
問
題
と
な
る
。

　
一
、
避
姙
と
人
工
流
産
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無
記
名
式
の
調
査
票
に
よ
っ
て
避
姙
実
行
状
態
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
邑
久
村
に
お
け
る
実
行
率
（
有
配
偶
女
子
一
〇
〇
に
対
す

る
）
は
、
二
六
・
七
が
（
過
去
に
経
験
あ
る
も
の
二
七
・
九
が
）
に
た
つ
し
て
い
る
。
避
姙
不
実
行
者
は
五
・
五
一
秀
で
あ
る
が
実

行
不
実
行
不
明
者
を
も
加
算
す
れ
ば
四
四
・
九
ガ
の
実
行
率
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
下
層
農
家
実
行
率
が
相
当
高
い
（
三
四
・
三
％
）
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
邑
久
村
農
家
の
避
姙
実
行
率
は
こ
こ
数
年
間

に
約
一
・
八
倍
と
な
り
、
と
く
に
下
層
農
家
の
そ
れ
は
三
１
四
倍
以
上
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
、
青
野
村
農
家
の
避
姙
実

行
率
は
著
し
く
低
く
、
二
六
年
調
査
者
に
対
し
倍
加
し
た
と
し
て
も
一
〇
ガ
に
み
た
な
い
低
率
で
あ
る
「
第
一
○
表
参
加
）
。

　
興
除
村
農
家
の
避
姙
実
行
率
は
邑
久
村
に
比
し
や
や
低
率
で
、
下
層
農
家
の
そ
れ
も
低
い
。
し
か
し
、
最
上
層
農
家
の
場
合
は
興

除
村
の
方
が
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
避
姙
に
よ
る
出
生
抑
制
効
果
は
、
そ
れ
の
な
い
場
合
の
当
該
夫
婦
の
妊
娠
率
を
約
五
〇
秀
低
下
さ
せ
る
程
度
で
あ
る

し
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
人
工
妊
娠
中
絶
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
人
工
妊
娠
中
絶
の
調
査
も
事
柄
の
性
質
上
因
難
で
あ
る
が
、
邑
久
村
に
お
い
て
は
、
同
一
人
に
つ
き
そ
の
件
数
も
一
回
乃
至
六
回

位
い
ま
で
み
ら
れ
る
が
、
総
件
数
は
、
自
然
死
産
八
五
、
人
工
流
産
一
四
四
と
な
っ
て
い
る
。
該
当
一
夫
婦
に
割
当
て
る
と
死
産

一
・
四
、
人
工
流
産
二
・
一
と
な
る
。
不
明
な
る
も
の
一
九
三
夫
婦
を
か
り
に
一
件
と
し
て
加
算
し
全
夫
婦
三
九
〇
に
割
当
て
る
と

一
夫
婦
当
り
死
産
人
工
流
産
あ
わ
せ
て
一
五
四
件
と
な
る
・

　
農
家
階
層
別
に
は
、
下
層
と
中
層
と
に
比
較
的
件
数
が
多
い
の
は
、
避
姙
に
お
け
る
傾
向
と
同
じ
く
、
妊
娠
中
絶
が
避
姙
失
敗
に

対
す
る
次
善
の
策
と
し
て
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
前
回
調
査
に
お
け
る
妊
娠
中
絶
一
三
件
死
産
六
〇
と
対
比
し
て
、
中
絶
の
激
増
が
お
よ
そ
推
測
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
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し
、
青
野
村
で
は
人
工
妊
娠
中
絶
は
少
な
く
前
回
調
査
で
七
件
の
み
で
、
死
産
は
七
四
を
数
え
た
。
死
産
が
比
較
的
多
い
の
は
女
子

の
出
産
条
件
の
劣
悪
さ
と
ひ
い
て
は
村
の
性
格
の
一
端
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

　
興
除
村
に
つ
い
て
み
る
と
死
産
二
六
〇
、
人
工
妊
娠
中
絶
二
三
四
件
を
数
え
る
が
、
邑
久
村
の
場
合
と
同
じ
計
算
を
す
る
と
一
夫

婦
当
り
死
産
一
二
、
人
工
中
絶
一
四
と
な
る
。
不
明
者
を
加
算
し
全
夫
婦
一
二
五
一
に
つ
い
て
み
る
と
一
夫
婦
当
り
死
産
人
工
流
産

あ
わ
せ
て
一
二
件
程
度
と
な
る
（
第
一
一
表
参
照
）
。

　
二
、
避
姙
実
行
の
理
由

　
か
よ
う
に
一
方
で
は
、
出
生
抑
制
行
為
が
広
汎
に
普
及
し
て
い
る
に
反
し
、
他
方
で
は
、
な
お
自
然
的
な
出
産
の
傾
向
を
強
く
残

し
て
い
る
。
避
姙
実
行
の
理
由
は
お
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
る
が
、
間
接
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
民
の
生
活
意
識
乃
至
態
度
を
窮
う
こ
と

が
出
来
よ
う
（
第
一
二
表
参
照
）
。

　
邑
久
村
で
は
、
全
体
に
通
ず
る
理
由
と
し
て
、
計
画
的
出
産
が
過
半
数
を
し
め
て
い
る
。
次
い
で
、
生
活
苦
、
子
供
過
多
、
子
供

が
仕
事
の
じ
や
ま
に
な
る
、
病
気
そ
の
他
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　
階
層
別
に
は
、
上
層
で
は
、
計
画
的
出
産
（
五
二
が
）
が
第
一
で
、
子
供
が
多
す
ぎ
る
か
ら
（
一
〇
が
）
が
第
二
の
理
由
と
な

り
、
生
活
が
苦
し
い
か
ら
は
一
段
と
低
下
す
る
。

　
中
層
で
も
計
画
的
に
出
産
し
た
い
（
五
九
％
）
が
第
一
の
理
由
で
生
活
苦
（
ニ
八
ガ
）
を
上
廻
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
下
層
で

は
生
活
苦
（
二
八
が
）
が
第
一
の
理
由
で
、
子
供
が
多
す
ぎ
る
と
同
じ
割
合
で
避
姙
の
主
た
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
非
農
家
は
計
画
意
識
（
四
三
が
）
が
第
一
で
、
生
活
苦
（
二
六
％
）
が
第
二
の
理
由
と
な
る
。

　
か
く
て
、
計
画
的
出
産
と
い
う
合
理
的
態
度
は
、
上
層
、
非
農
家
、
中
層
に
強
く
、
生
活
苦
は
下
層
、
中
層
、
非
農
家
に
お
け
る
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第11表　邑久・興除村・死流産・人工流産回数

第12表　産児調節をする理由について



主
要
抑
制
理
由
で
あ
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

　
興
除
村
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
が
、
青
野
村
に
つ
い
て
は
、
な
お
啓
蒙
段
階
に
あ
る
こ
と
は
上
述
の
如
く
で

あ
る
。

　
こ
こ
に
避
姙
の
主
要
理
由
と
な
っ
た
計
画
的
出
産
は
、
妻
に
と
っ
て
は
育
児
、
子
供
の
将
来
、
日
常
生
活
等
を
考
慮
し
た
も
の
の

総
体
で
、
避
姙
の
直
接
動
機
と
し
て
比
較
的
直
截
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
な
お
経
済
的
文
化
的
理
由
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
広
い
意
味
で
家
庭
生
活
を
計
画
的
合
理
的
に
処
理
す
る
た
め
と
解
し
て
よ
い
。
最
近
の
農
村
に
か
よ
う
な
近
代

合
理
主
義
的
意
識
と
態
度
が
避
姙
理
由
と
し
て
浸
透
し
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
更
に
、
都
市
に
対
す
る
相
対
的

た
ち
お
く
れ
は
別
と
し
て
、
そ
の
希
望
す
る
理
想
の
子
供
数
（
邑
久
・
興
除
村
と
も
三
人
が
圧
倒
的
に
多
く
四
七
・
五
が
程
度
）
、

老
後
を
子
供
と
一
緒
に
暮
し
た
い
希
望
（
希
望
し
な
い
も
の
四
ｌ
五
が
）
等
に
み
ら
れ
る
一
連
の
傾
向
と
と
も
に
、
旧
い
家
族
主
義

的
伝
続
か
ら
の
解
放
と
小
家
族
へ
の
志
向
が
、
浸
透
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
三
、
農
業
経
営
構
造
と
農
民
生
活

　
か
か
る
新
し
い
適
応
力
と
し
て
の
農
民
の
生
活
意
識
乃
至
態
度
は
、
上
記
の
如
く
農
村
、
農
民
階
層
別
に
異
っ
て
い
る
が
、
基
本

的
に
は
そ
の
農
業
の
生
産
構
造
の
如
何
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　
い
ま
、
邑
久
村
と
青
野
村
の
農
業
経
営
構
造
を
、
農
家
当
り
平
均
規
模
と
し
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
（
第
一
三
表
参
照
）
。

　
邑
久
村
農
家
の
一
戸
平
均
耕
地
面
積
は
青
野
村
の
そ
れ
と
水
田
と
畑
と
の
ウ
ェ
イ
ト
を
別
と
し
て
さ
し
て
開
き
は
な
い
が
、
原
動

機
動
力
作
業
機
等
機
械
装
備
率
に
お
い
て
は
著
し
い
開
差
が
あ
る
。
動
力
耕
耘
機
に
い
た
っ
て
は
邑
久
村
に
三
〇
台
あ
る
が
、
青
野

村
に
は
一
台
の
み
あ
る
。
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画
材
の
農
業
経
営
構
造
の
差
は
、
そ
の
生
産
力
の
差
異
と
な
っ
て
現
わ
れ
、

邑
久
村
で
は
比
較
的
優
秀
な
機
具
機
械
を
駆
使
す
る
資
本
集
約
的
な
段
階
に
あ

り
、
労
働
の
生
産
力
は
土
地
生
産
力
と
並
進
す
る
状
態
を
示
し
、
農
民
は
自
家

労
賃
を
計
算
す
る
段
階
に
た
つ
し
て
お
り
、
農
家
の
生
活
水
準
も
高
い
。

　
青
野
村
で
は
、
な
お
人
間
の
手
労
働
を
中
心
と
し
て
厩
堆
肥
を
多
量
に
使
用

し
、
素
朴
な
農
業
技
術
の
段
階
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
生
産
力
水
準
は
低
く
な
お

多
く
を
土
地
の
原
生
的
生
産
力
に
制
約
さ
れ
る
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
農

民
相
互
の
競
争
は
作
用
し
て
い
る
と
し
て
も
、
す
べ
て
自
家
労
働
へ
の
し
わ
よ

せ
が
対
抗
手
段
と
な
り
、
技
術
向
上
は
そ
れ
だ
け
鈍
化
し
、
停
滞
的
な
農
民
社

会
を
形
成
し
、
農
家
の
収
入
支
出
と
も
に
低
い
。

　
興
除
村
の
場
合
は
、
更
に
農
業
の
生
産
構
造
は
、
経
営
面
積
の
広
さ
と
機
械
体
系
の
完
備
に
よ
っ
て
（
自
働
耕
耘
機
は
一
戸
平
均

〇
・
七
台
）
よ
り
一
層
高
度
化
さ
れ
、
そ
の
生
産
力
も
高
位
で
農
民
の
生
活
水
準
も
高
く
、
近
代
的
な
農
村
社
会
を
形
成
し
て
い

る
。

　
こ
の
村
に
お
け
る
農
民
消
費
傾
向
の
一
端
を
窺
う
た
め
代
表
的
な
各
層
農
家
若
干
を
選
ん
で
昭
和
三
二
年
一
〇
月
施
行
し
た
家
計

費
調
査
を
み
る
と
、
上
層
で
は
支
出
総
額
、
家
族
一
人
当
り
支
出
額
と
も
お
よ
そ
都
市
勤
労
階
級
の
上
乃
至
中
上
に
匹
敵
す
る
。
家

族
規
模
小
な
る
上
層
農
家
（
Ｚ
ｏ
Ｑ
5
）
の
支
出
を
み
る
と
、
そ
の
支
出
額
内
容
と
も
に
お
よ
そ
在
来
の
農
民
的
な
水
準
と
か
け
離
れ

て
い
る
。
そ
の
一
ヵ
月
間
の
家
族
一
人
当
り
飲
食
費
は
四
一
七
〇
円
で
あ
る
が
、
副
食
費
の
し
め
る
比
率
が
高
く
（
全
支
出
に
対
し

-113-

第13表　邑久・青野村農家経営構造



三
九
％
）
、
鶏
卵
魚
牛
肉
か
ん
づ
め
季
節
野
菜
の
は
し
り
果
物
等
多
彩

で
、
動
物
性
蛋
白
質
に
対
す
る
支
出
は
副
食
費
の
四
〇
％
を
し
め
、
家

族
一
人
当
り
一
〇
三
一
円
と
な
っ
て
い
る
。
家
族
の
多
い
（
九
人
）
中

農
（
N
o
.
3
）
と
対
比
し
て
格
差
が
大
で
あ
る
。
衣
服
費
調
味
料
等
も

同
様
の
差
異
が
あ
る
。
五
農
家
中
子
弟
に
大
学
教
育
を
ほ
ど
こ
す
も
の

二
農
家
が
あ
り
一
万
円
見
当
の
仕
送
り
を
し
て
い
る
（
第
一
四
表
参

表
）
。

　
反
面
に
お
け
る
雪
細
農
の
生
活
は
、
も
ち
ろ
ん
貧
困
で
あ
る
が
、
比

較
的
上
層
に
前
進
点
を
も
つ
こ
の
村
の
生
活
水
準
と
近
代
性
は
高
い
。
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四
、
要
　
　
約

多
岐
に
わ
た
る
以
上
の
叙
述
を
要
約
し
よ
う
。
農
家
の
出
生
率
の
低
下
は
、
そ
の
農
村
類
型
と
農
家
階
層
に
示
さ
れ
る
如
く
、
一
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面
に
お
い
て
農
業
の
生
産
力
の
上
昇
に
と
も
な
う
生
活
水
準
の
向
上
と
密
接
に
関
連
す
る
。

　
農
業
の
生
産
構
造
が
高
度
化
し
農
家
収
入
が
そ
の
装
備
の
充
実
と
生
活
水
準
の
上
昇
に
ふ
り
向
け
ら
れ
る
割
合
が
多
く
な
れ
ば
、

手
労
働
中
心
の
農
業
生
産
と
低
い
生
活
水
準
の
下
で
生
活
余
力
を
そ
の
ま
ま
人
口
増
加
と
し
て
費
消
し
て
き
た
場
合
と
異
り
、
農
民

は
合
理
的
に
思
惟
し
は
じ
め
機
械
的
な
人
口
増
加
か
ら
遠
ざ
か
る
に
い
た
る
。
そ
こ
で
は
家
族
員
の
人
間
的
価
値
が
尊
重
さ
れ
各
自

の
自
覚
と
責
任
に
お
い
て
労
働
が
評
価
処
理
さ
れ
、
子
女
の
教
育
と
家
庭
の
生
活
水
準
と
を
あ
わ
せ
考
慮
す
る
に
い
た
る
。

　
そ
の
よ
う
な
生
活
環
境
で
覚
醒
し
た
農
民
の
近
代
的
意
識
は
当
然
の
し
め
く
く
り
と
し
て
多
産
抑
制
と
な
る
。
そ
れ
は
、
上
層
農

の
主
要
な
抑
制
理
由
が
計
画
的
出
産
で
あ
る
こ
と
を
み
て
も
わ
か
る
が
、
反
面
に
お
い
て
な
お
下
層
農
に
生
活
苦
に
よ
る
抑
制
が
強

く
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
下
層
へ
の
避
姙
の
普
及
は
貧
者
多
産
の
解
消
と
し
て
一
歩
前
進
を
示
す
と
い

え
る
が
、
家
族
労
働
の
減
少
が
収
入
滅
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
強
要
さ
れ
た
安
全
弁
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。

　
子
女
の
労
働
力
が
そ
の
ま
ま
補
助
労
働
と
し
て
兼
業
労
働
と
し
て
家
の
た
め
の
必
須
の
収
入
源
で
あ
り
、
都
市
労
働
の
恰
好
の
補

給
源
と
し
て
役
立
つ
場
合
に
は
農
民
多
産
は
存
立
の
条
件
を
備
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
条
件
が
欠
如
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
多
産
の
基
盤
は
失
わ
れ
る
。

　
上
層
農
に
富
者
少
産
の
近
代
的
出
生
低
下
を
み
た
場
合
も
、
下
層
に
一
部
貧
者
多
産
の
傾
向
を
残
し
、
合
理
的
感
応
力
の
強
い
中

層
農
の
出
生
低
下
を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
人
口
動
態
近
代
化
の
明
る
い
面
の
み
を
伝
え
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
又
邑
久
村
に
典
型
的
に
み
ら
れ
た
農
民
出
生
の
新
し
い
基
本
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
も
、
近
代
都
市
民
的
な
出
生
形
態
と
酷
似
し

て
い
る
が
、
む
し
ろ
都
市
的
生
活
様
式
を
実
現
す
る
た
め
の
消
費
力
と
の
不
衡
均
が
出
生
抑
制
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
も
の
で
あ
ろ
う
。
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か
く
て
、
戦
前
基
本
型
と
し
て
確
認
さ
れ
た
富
農
層
の
多
産
が
生
活
水
準
上
昇
に
と
も
な
う
近
代
的
な
出
生
抑
制
傾
向
を
と
り
は

じ
め
た
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
福
祉
の
増
進
に
と
も
な
う
出
生
抑
制
と
し
て
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

下
層
の
貧
者
多
産
が
そ
の
水
準
に
お
い
て
低
く
、
又
下
層
の
抑
制
が
強
く
生
活
苦
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
最
近
の
著
し
い

農
家
出
生
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
れ
ら
の
実
態
は
、
戦
後
農
村
に
お
け
る
過
剰
人
口
の
圧
力
の
強
さ
を
実
証

す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
（
本
稿
は
昭
和
三
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
）
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